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平成 31年 4月 第 181号

http://rinya.maff.go.jp/chubu/

○ 本局のトピックス……………………………………………………………………… Ｐ１
○ 各地からのたより……………………………………………………………………… Ｐ５
○ 新幹部及び平成31年度新規採用者紹介… ………………………………………… Ｐ７
○ シリーズ「ご当地自慢」… …………………………………………………………… Ｐ９
　 森林のお仕事紹介コーナー
　 ☆「森林官からの便り」（木島平森林事務所）……………………………………… Ｐ10
　 ☆「森林・林業界からの便り」（株式会社吉本）… ………………………………… Ｐ11
　 ☆「林業土木業界からの便り」（田島建設株式会社）……………………………… Ｐ12
○ ５月の見どころ聴きどころ… ………………………………………………………… Ｐ13

主な項目

メールマガジン登録で本誌記事や観光情報のデジタル
版を毎月お送りします。
登録サイト：https://mailmag.maff.go.jp/m/entry

５月の見どころ聴きどころ⑪黄金色の「金華山」（ツブラジイと岐阜城）が見頃（ペンネームつぶらな瞳さんからの投稿）
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【
企
画
調
整
課
】

　

平
成
三
十
一
年

四
月
十
七
日
、
中

部
森
林
管
理
局
、

名
古
屋
事
務
所
、

富
山
森
林
管
理
署

及
び
岐
阜
森
林
事

務
所
に
お
い
て
、

平
成
三
十
一
年
度

の
中
部
森
林
管
理

局
の
取
組
に
つ
い

て
、
管
内
四
県
、

同
時
記
者
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
平

成
三
十
一
年
度
の

重
要
な
取
組
や
新

た
な
試
み
の
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

林
野
庁

中
部
森
林
管
理
局

平
成
三
十一年
度

の
取
組
を
発
表

〈本局のトピックス〉

（２）林業の成長産業化への貢献
◇ 徹底的なコスト縮減と生産性向上 ◇
　・ �「生産性向上実現プログラム」の推進により、素材生産能力の高い事業

体の育成に取り組みます。
　・�伐採・造林一貫作業システムの実施や、主伐時に発生する末木枝条等

のＤ材について、木質バイオマス発電所等への販売や機械地拵えを実
施することにより、造林にかかるコストの縮減に取り組みます。

　・�ドローン、地上型レーザースキャナ、デジタルレーザーコンパス、丸
太検知システムといった新たな機器を試行的に活用し、事業実施に必
要な各種調査（収穫調査等）の効率化を推進します。

◇ 木材の安定供給とブランド材の推進 ◇
　・�天然木曽ヒノキの代替材として、80年生以上の高齢級で高品質な人工

林ヒノキを「　　 木曽ひのき」として、木曽署、南木曽支署及び東濃署
の３署から積極的に供給します。

　・�ブランド材を用いたデザインコンペの開催や、「信州プレミアムカラ
マツ」の需要開発など、木材需要の拡大の取組を推進します。

◇ 民有林と連携した取組 ◇
　・�今年度より始まる「新たな森林管理システム」の推進に向け、市町村で

活躍できる意欲と能力のある林業経営者の育成に取り組みます。
　・�森林施業共同団地の設定や民有林材との協調出荷、現地検討会の開催

等による民有林関係者への技術の普及や、自治体への助言等に取り組
みます。

（３）「国民の森林」としての管理経営
◇ 国民参加の森林づくり ◇
　・�皇太子殿下御即位記念慶祝行事の一環である分収造林契約による森林

づくり等に、企業やNPO等と取り組みます。
 ◇ レクリエーションの森 ◇
　・�「国有林おさんぽMAP」の活用等により、国有林を通じた地域の観光振

興に取り組みます。　
　・�コグニサイズ※等の活動場所の提供や、国有林が所在する地域、医療

機関、有識者等とのネットワークづくりに取り組みます。
　※�コグニサイズ：コグニション（認知）とエクササイズ（運動）を組み合わ

せた言葉で、頭を使いながら運動をすることにより認知症予防になる。
◇ 地域住民等への情報の提供 ◇
　・�地域住民の方々に国有林をより身近に感じてもらうための取組として、

各署等において国有林の各種事業の現地見学会を開催します。

ドローンの活用

○高○「　　木曽ひのき」国

デザインコンペ展示会
（MIDORI長野りんごのひろば）

分収造林を契約した企業の社員に
よる植樹イベント（東信署）

生産事業の現地見学会（東濃署）

まるこう まるこく
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平
成
三
十
一
年

度
の
取
組
の
記
者

発
表
と
併
せ
て

行
っ
た
。

　

プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
は
、「
皇
太
子

殿
下
御
即
位
記
念

分
収
造
林
の
実

施
」、「
日
本
美
し

の
森
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
導
入
」、

「
国
有
林
お
さ
ん

ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
改

訂
」、「
木
曽
悠
久

の
森
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」、「
中
部

地
方
の
山
並
み
〜

あ
の
山
な
ー
に
？

〜
」
で
す
。

　

詳
細
は
次
の
項

に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

事
業
説
明
会
で
、

五
件
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
も
実
施

〈本局のトピックス〉

平成31年度・令和元年度の取組のポイント
１　主要事業量

※事業量は、項目毎小数点以下四捨五入により、計が合わない場合があります。
※立木販売には分収育林及び分収造林を含んでおり、分収契約者の意向等により変更する場合があります。

２　重要な取組や新たな試み
（１）公益的機能の一層の発揮
◇ 多様な森林への誘導 ◇
　・�主伐時の有用広葉樹の保残等により、針広混交林等の多様な森林づく

りを推進します。

◇ 安全・安心への貢献 ◇
　・�「国土強靱化緊急森林対策」への取組として、集中豪雨等に対する山地

防災力を高めるため、治山施設の設置等による荒廃山地の復旧・予防
対策、流木対策を集中的に実施します。

　・�大規模な山地災害が発生した際は、国有林の有無にかかわらず、県や
市町村等とのヘリコプターでの合同調査や森林土木技術者の派遣等に
より、被災地の早期復旧に向けた支援を行います。

◇ ニホンジカ被害対策 ◇
　・�くくりワナの貸し出しによる捕獲圧の強化や、昨年度から試行中の請

負事業体と猟友会が連携した「ついで見回り・通報」「ついで捕獲」を本
格化するなど、地域ぐるみのニホンジカ対策を推進します。

　・�くくりワナによる捕獲で問題となっている、錯誤捕獲防止用ワナ等の
開発及び普及に取り組みます。

広葉樹の保残

ヘリコプターによる被災状況調査

請負事業体職員による
猟友会員の案内（南信署）

単　位 富山県 長野県 岐阜県 愛知県 合　計

保育

新植、植付 ha － 169 73 42 284

下刈、つる切等 ha － 747 368 80 1,195

間伐 ha 117 2,756 1,262 234 4,369

収穫量

主伐 千㎥ 0.2 121 132 24 278

間伐 千㎥ 14 385 229 38 666

計 千㎥ 14 506 361 62 944

製品生産量 千㎥ 2 185 64 15 266

立木販売 千㎥ 1 104 177 23 304

林道事業 新設 ｋｍ 0.6 4 2.9 1.4 8.9

治山事業

渓間工 基 3 32 27 3 64

山腹工 ha 3 23 9 5 41

地すべり防止工 ha － 178 － － 178
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【
森
林
整
備
課
】

　

皇
太
子
殿
下
御
即
位
に
伴
う
慶
祝
行

事
と
し
て
、「
皇
太
子
殿
下
御
即
位
記

念
分
収
造
林
」
を
実
施
し
、
国
民
参
加

に
よ
る
森
林
づ
く
り
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

実
施
時
期

　

分
収
造
林
契
約

を
令
和
元
年
五
月

一
日
か
ら
令
和
二

年
三
月
末
日
ま
で

に
締
結
し
ま
す
。

収
益
分
収

　

国
百
分
の
二
十
、
造
林
者
百
分
の

八
十
と
し
ま
す
。

公
募
箇
所
の
公
示
に
つ
い
て

　

実
施
予
定
箇
所
は
、
今
後
当
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

国
有
林
の
分
収
造
林
は
、
造
林
者

（
国
以
外
の
者
）
が
、
契
約
に
よ
り

国
有
林
に
木
を
植
え
て
一
定
期
間
育

て
、
成
林
後
に
分
収
木
を
販
売
し
、

そ
の
収
益
（
販
売
代
金
）
を
国
と
造

林
者
と
で
予
め
契
約
し
た
一
定
の
割

合
で
分
収
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
保
全
課
】

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月

に
、
特
に
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
す
る

な
ど
潜
在
的
魅
力
の
あ
る
国
有
林
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
、「
日
本
美

し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林
～
」
と
し
て

全
国
で
九
十
三
箇
所
選
定
し
ま
し
た
。

中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
は
十
箇
所
が

該
当
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
№
47
戸
隠
・
大
峰
自
然

休
養
林
」
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
選
定

を
受
け
て
戸
隠
大
峰
自
然
休
養
林
保
護

管
理
協
議
会
が
行
う
日
本
美
し
の
森
の

維
持
管
理
等
に
対
し
て
、
資
金
面
や
資

材
、
労
力
面
で
民
間
企
業
等
が
支
援
を

行
う
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の

「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
美
し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林

～
」
の
選
定
を
き
っ
か
け
と
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
は
、
こ
れ
が
全

国
で
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

【
保
全
課
】

　

中
高
年
の
方
が
気
軽
に
楽
し
く
心
身

の
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
国
有
林
を
、

管
内
（
富
山
、
長
野
、
岐
阜
、
愛
知
の

四
県
。
六
五
万
㌶
）
か
ら
四
十
四
ヶ
所

を
選
定
し
、「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ

Ｐ 

～C
hubu N

ational F
orest 

Footpaths 

44
～
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
昨
年
10
月
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
控

え
、
こ
の
度
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
、
改
訂
版
（
初
版
で
省
略
し

て
い
た
現
地
施
設
の
名
称
等
を
追
加
）

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

好
天
の
お
さ
ん
ぽ
日
和
に
は
、
是

非
、「
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
改
訂
版
）
」

を
活
用
い
た
だ
き
、
森
林
の
中
で
の
楽

し
い
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

146

国有林おさんぽMAP （東信２）

軽井沢野鳥の森コース
～野鳥のさえずりに包まれながら～

標識

標識
休憩所

ビジターセンター

バスロータリー
（星野温泉トンボの湯）

散策路
至 群馬県

嬬恋村

東信森林管理署

駐車場からの往復距離 約５．０ｋｍ
所要時間 約９０分（→の順でおさんぽ）
歩数 約８０００歩
（177cm 50代男性の一例）

スタート・ゴール地点

おさんぽルート

災害や降雪などにより、現地へのアクセスやおさんぽができない場合があります。

至 中軽井沢駅

　森林の中で過ごすことでストレスホルモンが減少し、リラックス効果が期待できるほか、
歩き方を工夫することにより骨粗鬆症、認知症予防の効果も期待できるといった情報も掲載
し、44 ルートとあわせてホームページで紹介しています。

〈本局のトピックス〉
平
成
三
十
一
年
四
月
十
七
日

�
五
件
同
時
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
！

皇
太
子
殿
下
御
即
位
記
念
分
収
造
林
の

�

実
施　
～
令
和
改
元
記
念
の
森
林
～

「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の

�

改
訂
に
つ
い
て

「
日
本
美
し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林
」
に

�

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た
全
国
初
の

�

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

分収造林地植栽の様子
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〈本局のトピックス〉
【
計
画
課
】

　

木
曽
地
方
の
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
温
帯
性

針
葉
樹
林
は
、
世
界
的
に
も
希
少
で
貴

重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
部
森

林
管
理
局
で
は
、
こ
の
地
域
を
「
木
曽

悠
久
の
森
」
と
し
て
設
定
し
、
こ
の
貴

重
な
森
林
資
源
の
保
存
・
復
元
を
図
る

た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
組
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き

訪
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
今
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
写
真
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
、
そ
の
電
子
デ
ー

タ
を
応
募
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
応
募
の
あ
り
ま

し
た
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
実
施
し
、

入
賞
し
た
作
品
に
つ
い
て
10
月
上
旬

頃
、
赤
沢
自
然
休
養
林
に
て
表
彰
式
を

開
催
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日
～
令

和
元
年
八
月
三
十
一
日

　

応
募
方
法
等
詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
企
画
調
整
課
】

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
富
山
、
長

野
、
岐
阜
、
愛
知
の
四
県
の
国
有
林

六
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
管
内
に
は
北
・
中
央
・
南
ア
ル
プ

ス
を
代
表
に
三
千
㍍
級
の
峰
々
が
連

な
っ
て
お
り
、
都
市
近
郊
の
里
山
か
ら

高
山
帯
ま
で
日
本
百
名
山
の
う
ち
三
七

座
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
種
多
様
な

山
々
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
山
々
は
、
見
る
場
所
や
方

角
次
第
で
見
え
方
も
変
化
す
る
た
め
、

観
光
で
中
部
地
方
を
訪
れ
る
旅
行
者
の

方
々
に
は
、
美
し
い
山
並
み
を
構
成
す

る
個
々
の
山
の
名
前
等
が
分
か
り
に
く

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
中
部
森
林
管
理
局
で

は
、
職
員
が
局
署
の
庁
舎
や
観
光
名
所

か
ら
撮
影
し
た
山
並
み
の
写
真
に
つ
い

て
、
主
要
な
山
の
名
前
や
標
高
と
と
も

に
紹
介
す
る
「
中
部
地
方
の
山
並
み
～

あ
の
山
な
ー
に
？
～
」
コ
ー
ナ
ー
を
、

新
た
に
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
Ａ
か
ら
Ｓ
の
十
九

箇
所
よ
り
二
十
四
方
向
を
撮
影
し
た
写

真
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
や
お
仕
事
で
移
動
さ
れ
る

際
、
遠
く
の
美
し
い
山
並
み
を
ご
覧
に

な
っ
て
、「
あ
の
山
の
名
前
は
何
だ
ろ

う
？
」
と
気
に
な
っ
た
時
に
は
、
是
非

こ
の
サ
イ
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
未
掲
載
の
山
並
み
の
写
真
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

「
木
曽
悠
久
の
森
」
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

�
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て

「
中
部
地
方
の
山
並
み
～
あ
の
山

�

な
ー
に
？
～
」
の
開
設
に
つ
い
て

大天井岳
（2,922m）

槍ヶ岳
（3,180m）

燕岳
（2,763m）

餓鬼岳
（2,647m）

唐沢岳
（2,633m）

蓮華岳
（2,799m）

針ノ木岳
（2,821m）

B - 3 中部局庁舎より西方向（局）
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第 181号 平成 31年 4月

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

二
月
十
九
日
、
岐
阜
農
林
高
校
に
お

い
て
、
林
野
庁
経
営
課
林
業
労
働
対
策

室
が
実
施
す
る
出
前
講
座
に
、
職
場
内

研
修
で
若
手
署
員
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

出
前
講
座
で
は
、
森
林
科
学
科
一
年

生
三
十
九
名
を
対
象
に
、
安
全
な
林
業

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
催
さ
れ
、「
林

業
労
働
災
害
Ｖ
Ｒ
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
」
を
用
い
た
仮
想
空
間
で
チ
ェ
ン

ソ
ー
に
よ
る
労
働
災
害
や
高
性
能
林
業

岐
阜
農
林
高
校
へ
林
野
庁
か
ら
の

�

出
前
講
座

岐
阜
県
中
部
山
岳
国
立
公
園

�

活
性
化
推
進
協
議
会
設
立
総
会

〈各地からのたより〉

機
械
の
操
作
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
作
業
の
Ｖ

Ｒ
体
験
で
は
、
つ
る
が
ら
み
や
か
か
り

木
の
不
適
切
な
処
理
を
行
っ
た
場
合
に

発
生
す
る
重
大
災
害
を
、
高
性
能
林
業

機
械
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
実
際

の
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
レ
バ
ー
を
操
作
し
、

作
業
地
や
動

き
が
忠
実
に

再
現
さ
れ
た

環
境
で
、
伐

採
・
造
材
作

業
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら

は
「
仮
想
だ

と
わ
か
っ
て
い
て
も
リ
ア
ル
で
怖
か
っ

た
」、「
林
業
の
仕
事
で
死
亡
事
故
が
多

い
こ
と
に
驚
い
た
」、「
Ｖ
Ｒ
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
作

業
が
で
き
る
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」
署
員
か
ら
は
、「
災
害
事
例
集
を

読
む
だ
け
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
無
い

が
、
浴
び
せ
倒
し
や
中
段
切
り
を
実
際

に
や
っ
て
み
て
危
険
を
疑
似
体
験
す
る

こ
と
で
鮮
明
な
記
憶
が
残
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

三
月
五
日
、
岐
阜
県
高
山
市
の
市
民

文
化
会
館
に
お
い
て
「
中
部
山
岳
国
立

公
園
活
性
化
推
進
協
議
会
設
立
総
会
」

が
、
行
政
機
関
や
観
光
業
関
係
者
ら
が

出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
北
ア
ル
プ
ス
・

乗
鞍
岳
の
ほ
か
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の

森
や
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
な
ど
を
対
象

に
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
五
ヶ
年
の
活
性

化
基
本
計
画
に
基
づ
き
計
画
の
実
施
や

情
報
共
有
な
ど
の
目
的
で
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
國
島
高
山
市
長
か
ら

国
・
県
・
市
の
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
課

題
・
情
報
等
を
共
有
し
、
地
域
の
活
性

化
に
向
け
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
活
動
方
針
を

説
明
後
、
各
委
員
か
ら
は
、
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
な
く
、
国
内
外
等
視
察
や
料
理

の
お
も
て
な
し
な
ど
ソ
フ
ト
の
面
も
強

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
観
光

地
と
し
て
目
的
を
も
っ
て
も
ら
え
る
場

所
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
な
ど
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
役
員
に
つ
い
て
は
、
会
長
に

高
山
市
長
、
副
会
長
に
岐
阜
県
環
境
生

活
部
長
、
会
計
幹
事
に
濃
飛
乗
合
自
動

車
代
表
取
締
役
社
長
、
飛
騨
森
林
管
理

署
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
行
政
機
関
・
民
間
団
体
・

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
当
署
と
し
て

は
、
国
有
林
の
観
光
の
利
用
に
つ
い

て
、
地
域
振
興
へ
の
寄
与
を
念
頭
に
貴

重
な
森
林
・
自
然
を
守
る
所
は
、
し
っ

か
り
守
る
と
い
う
方
針
で
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

チェンソーVR体験高校生

ハーベスタの操作をする署員

協議会設立総会の様子
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【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日

間
、
当
所
で
シ
カ
被
害
対
策
に
関
わ
り

の
多
い
若
手
職
員
ら
六
名
が
南
信
森
林

管
理
署
の
シ
カ
被
害
箇
所
等
を
視
察
し

ま
し
た
。
南
信
署
が
管
轄
す
る
国
有
林

で
は
、
シ
カ
の
生
息
数
が
極
め
て
多

く
、
中
部
森
林
管
理
局
の
中
で
も
先
進

的
な
シ
カ
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
目
は
下
諏
訪
町
に
あ
る
東
俣
国

有
林
に
お
い
て
、
諏
訪
大
社
の
御
柱
用

の
モ
ミ
の
シ
カ
に
よ
る
剥
皮
被
害
防
止

の
た
め
の
、
植
栽
木
へ
の
食
害
防
止

ネ
ッ
ト
が
巻
き
つ
け
て
あ
る
箇
所
を
、

二
日
目
は
、
伊
那
市
長
谷
に
あ
る
浦
国

有
林
に
お
い
て
、
森
林
内
の
下
層
植
生

が
食
べ
尽
く
さ
れ
た
箇
所
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

こ
の
国
有
林
は
、
猟
師
と
事
業
体
が

連
携
し
て
ワ
ナ
捕
獲
を
行
う
、「
つ
い

で
見
回
り
・
通
報
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
取
組
に
よ
り
、
百
五 

十
六
頭
の
シ
カ
を
捕
獲
で
き
た
そ
う
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
南
信
署
で
は
、
シ
カ
捕

獲
の
委
託
や
協
定
、
職
員
に
よ
る
捕

獲
、
ワ
ナ
捕
獲
通
知
シ
ス
テ
ム
、
高
山

植
物
を
守
る
た
め
の
地
域
と
連
携
し
た

防
護
柵
設
置

等
に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。

　

愛
知
所
で

も
、
近
年
シ

カ
の
生
息
数

が
増
加
し
て

お
り
被
害
の
未
然
防
止
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
視
察
し
た
先
進
地
の
取
組
を
参

考
に
、
シ
カ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

四
月
六
日
、
富
山
森
林
管
理
署
管
内

の
大
沢
野
国
有
林
に
お
い
て
、
地
域
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
で
保
安
林
整
備
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
は
、
寒
冷
前
線
の
影
響
で

天
候
不
順
が
続
き
、
開
催
を
危
ぶ
む
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、
ウ

グ
イ
ス
の
声
を
聞
き
な
が
ら
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
富
山
市
の
旧
七
市
町

村
を
拠
点
に
里
山
の
再
生
な
ど
様
々
な

活
動
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き
ん

た
ろ
う
倶
楽
部
」
と
、
富
山
森
林
管
理

署
が
平
成
二
十
二
年
に
社
会
貢
献
の
森

と
し
て
協
定
を
結
び
、
毎
年
協
働
で
、

社
会
貢
献
の
森
（
防
風
保
安
林
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
大
沢
野
国
有
林
２
２
２

ら
林
小
班
（
二
・
八
六
㌶
）
に
お
い

て
、
林
内
に
繁
茂
す
る
竹
や
ぶ
を
整
理

す
る
目
的
で
数
年
前
か
ら
継
続
し
て
こ

の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、「
風
と
せ
せ
ら
ぎ
の

森
（
稲い

な
し
ろ代
）
竹
林
整
備
」
と
題
し
、
主

催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
参
加
さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
十
二
名
（
内
、
女
性
四
名
）
と

富
山
森
林
管
理
署
の
職
員
二
名
が
、
繁

茂
し
た
竹
の
伐
採
、
雪
害
な
ど
で
折
損

し
た
竹
の
整
理
、
チ
ッ
パ
ー
に
よ
る
竹

の
粉
砕
な
ど
、
各
作
業
を
分
担
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
豊
富
な
具
材
の
鍋

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
会
話
が
弾
み
、
心
地
よ
い
疲
労
感
と

達
成
感
に
満
た
さ
れ
な
が
ら
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
森
林
整
備
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
署
と
し

て
も
「
き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部
」
と
連
携

し
て
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
信
森
林
管
理
署
の

�

シ
カ
被
害
箇
所
を
視
察

社
会
貢
献
の
森
で
森
林
整
備
を
実
施

〈各地からのたより〉

東俣国有林　見学の様子

現地で作業を行っている参加者

除伐した竹をチッパーで粉砕
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出
身
地　

愛
媛
県

昭
和
59
年
４
月

　

高
知
局
川
崎
署
採
用

平
成
25
年
９
月

　

九
州
局
総
務
企
画
部
長

平
成
27
年
４
月

　

関
東
局
総
務
企
画
部
長

平
成
30
年
４
月

　

林
野
庁
林
政
課
管
理
官

抱
負

　

次
長
を
拝
命
し
た
森
脇
で
す
。
初
め
て

の
中
部
局
勤
務
で
す
。
中
部
局
と
聞
く

と
、
赤
沢
美
林
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
濃
尾
地

方
の
銘
木
市
場
が
ま
ず
浮
か
び
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
間
伐
を

中
心
と
し
た
森
林
整
備
か
ら
、
人
工
林
の

多
く
が
主
伐
期
を
迎
え
、
森
林
環
境
税
や

森
林
経
営
管
理
法
の
施
行
な
ど
、
成
長
産

業
化
へ
向
け
て
大
き
な
変
化
の
時
期
が
到

来
し
て
い
ま
す
。
国
有
林
も
一
般
会
計
化

後
の
対
応
か
ら
、
新
た
な
森
林
・
林
業
政

策
や
地
域
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
目

指
す
の
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
最
近
、
総
務
の
仕
事
が
続
き
、

組
織
の
内
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
次
長
と
し
て
広
範
な
業
務

を
担
当
す
る
こ
と
に
期
待
と
緊
張
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

広
範
な
方
々
の
お
話
を
聞
き
、
伝
統
の

中
部
局
で
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
さ
わ
や
か

な
峰
々
を
見
上
げ
な
が
ら
、
皆
様
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
身
地　

宮
城
県

昭
和
56
年
４
月

　

青
森
局
人
事
課
採
用

平
成
24
年
４
月

　

�

関
東
局
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ

ン
タ
ー
所
長

平
成
27
年
４
月

　

東
北
局
米
代
西
部
署
長

平
成
28
年
10
月

　

東
北
局
宮
城
北
部
署
長

抱
負

　

三
十
八
年
間
、
国
有
林
等
で
勤
務
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
中
部
局
は
、
初
め
て
の

勤
務
地
で
あ
り
、
伝
統
あ
る
こ
の
局
で
の

勤
務
を
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
日
本
三
大
美
林
の
「
青
森
ヒ
バ
」、

「
秋
田
ス
ギ
」、
そ
し
て
、
最
後
の
一
つ
で

あ
る
偉
大
な
る
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
」
も
仕
事

を
し
つ
つ
見
ら
れ
る
こ
と
に
感
激
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
何
を
す
る
上
で
も
危
険
は
潜
ん

で
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
危
険
予
知
の
訓
練

等
を
行
う
な
ど
危
険
を
回
避
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
年
号
も
「
令
和
」
と
な
り
ま
す
の

で
新
た
な
気
持
ち
を
も
っ
て
今
年
度
は
ゼ

ロ
災
に
向
け
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
職
員
の
皆
様
と
と
も
に
「
明

る
く
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
、
中
部
森
林
管
理
局

へ
十
三
名
の
職
員
が
採
用
（
男
性
九
名
、

女
性
四
名
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
研
修
を
受

け
て
、
管
内
各
署
等
へ
配
属
と
な
り
ま

す
。

　

今
年
度
の
、
新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
の

抱
負
等
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

�

（
五
十
音
順
）

①
岐
阜
県
飛
騨
市

②
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
登
山

③�

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
、
様
々
な
知

識
や
技
術
を
一
日
で
も
早
く
習
得
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

①
沖
縄
県
南
風
原
町

②
読
書
、
写
真
撮
影
、
旅
行

③�

目
の
前
の
業
務
に
集
中
し
、
多
く
の
経
験
を

積
ん
で
、
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
る
人
材
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

青
あおき

木　徹
てつろう

郎
（木曽署）

赤
あかみね

嶺江
え り な

里奈
（北信署）

新
幹
部
の
紹
介
（
４
月
１
日
）

よ
う
こ
そ
！
中
部
森
林
管
理
局
へ

次長

（名古屋事務所長）

森
もりわき

脇　和
かずまさ

正

総務企画部長

相
あいざわ

澤　肇
はじめ
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①
静
岡
県
浜
松
市

②
登
山
、
キ
ャ
ン
プ

③�

森
林
・
林
業
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
身
に

付
け
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
石
川
県
金
沢
市

②
テ
ニ
ス

③�

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
一
つ
一
つ

の
仕
事
を
丁
寧
に
こ
な
し
て
一
日
も
早
く
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

①
長
野
県
飯
綱
町

②
読
書
、
温
泉
巡
り

③�

多
く
の
知
識
や
技
術
を
吸
収
し
、
少
し
で
も

早
く
上
司
の
方
々
や
地
域
の
方
々
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

①
愛
知
県
名
古
屋
市

②
音
楽
鑑
賞
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

③�

新
し
い
地
で
の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、

多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
仕
事
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

①
長
野
県
大
町
市

②
ス
イ
ム
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

③�

「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
取

り
組
み
た
い
で
す
。

①
埼
玉
県
川
越
市

②
登
山
、
極
真
空
手
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅

③�

一
つ
一
つ
の
経
験
を
大
切
に
し
、「
森
林
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

①
愛
知
県
西
尾
市

②
剣
道
、
カ
ラ
オ
ケ

③�

職
場
や
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
い
ち
早
く
知
識
や
技
術
を
自

分
の
も
の
と
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

①
長
野
県
千
曲
市

②
空
手
、
吹
奏
楽

③�

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
長
野
県
で
、
山
と
と

も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
山
々
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。

①
島
根
県
雲
南
市

②
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
旅

③�

日
々
の
仕
事
の
中
か
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
、
学
ん
で
、
現
場
で
活
躍
で
き
る
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
！

①
愛
知
県
名
古
屋
市

②
散
策
、
読
書

③�

新
し
く
覚
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
少
し

で
も
早
く
知
識
を
身
に
つ
け
、
仕
事
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

①
長
野
県
長
野
市

②
釣
り
、
ツ
ー
リ
ン
グ

③�

必
ず
「
皆
様
の
仕
事
を
楽
に
し
て
負
担
を
減

ら
す
」
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

開講式の様子（局研修所）

太
おおた

田　祥
しょうへい

平
（富山署）

酒
さかい

井　美
み か

佳
（東濃署）

上
かみと

戸　公
こうすけ

介
（岐阜署）

高
たかはし

橋　幸
こうじ

二
（中部局）

小
こいけ

池　諒
りょうか

香
（南信署）

津
つむら

村　直
なおき

樹
（伊那谷総合
治山事業所）

水
みずくら

倉　潤
じゅんいち

一
（中部局）

鳥
とりい

居　裕
ゆうた

太
（南木曽支署）

平
ひらおか

岡　颯
そうた

太
（中信署）

舟
ふなき

木　武
たける

（東信署）

横
よこた

田　和
かずえ

江
（飛騨署）
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■
日
本
美
し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林
～

　

く
ら
が
り
渓
谷
は
、
岡
崎
市
街
か
ら

東
へ
約
二
十
六
㌔
㍍
、
本
宮
山
県
立
自

然
公
園
の
南
西
部
に
位
置
す
る
景
勝
地

で
、
広
葉
樹
と
針
葉
樹
か
ら
な
る
天
然

林
が
あ
り
、
そ
の
間
を
ぬ
っ
て
流
れ
る

清
流
は
、
大
小
様
々
な
瀬
と
淵
と
滝
を

つ
く
り
、
そ
の
変
化
に
富
む
岩
と
美
し

い
森
林
が
見
事
に
調
和
し
た
自
然
美
を

創
り
だ
し
て
お
り
、
森
林
浴
や
自
然
観

察
に
適
し
た
場
所
と
し
て
、「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
・
風
致
探
勝
林
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
渓
谷
沿

い
に
は
、「
く
ら
が
り
八
景
」
と
し
て
、

不
動
の
滝
・
さ
る
と
び
岩
・
岩
根
の
杉

林
・
お
き
な
淵
な
ど
随
所
に
見
所
が
あ

る
な
ど
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
と
し
て

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
日
本
美
し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林
～
」

に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
渓
谷
美

　

三
河
の
奥

座
敷
と
呼
ば

れ
る
「
く
ら

が
り
渓
谷
」

は
、
春
は
鮮

や
か
な
新
緑

の
中
か
ら
野

鳥
の
さ
え
ず

り
が
聞
こ

え
、
夏
は
涼

し
い
清
流
に

カ
ジ
カ
が
鳴

き
、
秋
は
カ

エ
デ
や
ク
ヌ

ギ
な
ど
が
清

流
を
赤
黄
に

染
め
、
冬
は

渓
谷
沿
い
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
登
れ
ば
、
本
宮

山
の
山
頂
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
や

三
河
湾
を
一
望
で
き
ま
す
。
ま
た
、
テ

イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ギ
ン
ラ
ン
な
ど
の
山
草

が
四
季
を
通
じ
て
咲
き
、
そ
の
魅
力
の

多
彩
さ
、
四
季
折
々
の
渓
谷
美
に
は
定

評
が
あ
り
ま
す
。

◆�

マ
ス
釣
り
、
マ
ス
つ
か
み

　

渓
谷
沿
い
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
コ

テ
ー
ジ
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
野

外
生
活
が
体
験
で
き
る
ほ
か
、
く
ら
が

り
渓
谷
の
風
物
詩
的
存
在
と
な
っ
て
い

る
マ
ス
釣
り
や
マ
ス
つ
か
み
は
、
水
遊

び
も
同
時
に
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
特

に
夏
休
み
期

間
中
多
く
の

家
族
連
れ
で

賑
わ
い
、
一

度
に
数
十
人

の
方
が
体
験

で
き
る
た

め
、
会
社
の

集
ま
り
な
ど

団
体
に
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
手
軽
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
渓
谷
を
満
喫
し

た
後
は
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
で
気
軽
に

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。
地
元

の
ブ
ラ
ン
ド
肉
「
三
州
牛
」「
み
か
わ

も
ち
豚
」
を
中
心
に
盛
り
合
わ
せ
た
手

ぶ
ら
で
楽
し
め
る
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

　

こ
の
よ
う
に
「
く
ら
が
り
渓
谷
」

は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
、
訪

れ
る
人
々
の
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
場

所
で
す
の
で
、
是
非
一
度
お
立
ち
寄
り

に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

ご当地

自慢
くらがり渓谷

愛知森林管理事務所

73

さるとび岩渓谷美

BBQを楽しむ利用者様

マス釣りを楽しむ子供たち

岡崎ＩＣ

本宿駅

473号線

37号線

新東名高
速自動車

道

★
くらがり
渓谷

東名高速自動車道

◆
ア
ク
セ
ス

【
東
名
】
岡
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
四
十
分

【
新
東
名
】
岡
崎
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
二
十

分【鉄
道
】
名
鉄
「
本
宿
駅
」
か
ら
名
鉄

バ
ス　
「
く
ら
が
り
渓
谷
」
行
き
終
点

下
車
す
ぐ　

三
十
五
分
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【
北
信
森
林
管
理
署
木
島
平
森
林
事
務
所
】

�

森
林
官
　
永
原
　
光

　

木
島
平
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
の

北
部
、
下
高
井
郡
木
島
平
村
に
所
在

し
、
主
に
木
島
平
村
、
山
ノ
内
町
及
び

栄
村
の
一
町
二
村
に
ま
た
が
る
約
七
、

三
〇
〇
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
に
は
、
地
方
紙
な
ど
で
「
日
本

一
美
し
い
ブ
ナ
の
原
生
林
」
と
紹
介
さ

れ
た
「
カ
ヤ
ノ
平
自
然
休
養
林
」
が
あ

り
、
樹
齢
二
〇
〇
年
～
三
〇
〇
年
と
言

わ
れ
る
ブ
ナ
の
大
木
が
入
山
者
に
驚
き

と
感
動
を
与
え
て
お
り
、
休
養
林
内
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
の

利
用
者
で
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
休
養
林
内
の
北
ド
ブ
湿
原
で

は
、
夏
に
な
る
と
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や

タ
テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
等
の
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
揃
い
入
山
者
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
北
ド
ブ
湿
原
周
辺
と
八
剣
山
に

至
る
歩
道
は
、
国
有
林
の
管
理
歩
道
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
勤
職
員
ら
の

手
に
よ
っ
て
、
安
全
で
美
し
く
、
快
適

な
歩
道
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
紹
介
し
た
い
の
が

地
元
産
「
木
島
平
米
」
で
す
。

　
「
緑
の
ダ
ム
湖
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ヤ

ノ
平
の
ブ
ナ
の
原
生
林
を
源
流
と
す
る

一
級
河
川
（
樽
川
・
馬
曲
川
）
の
清
ら

か
な
雪
ど
け
水
と
昼
夜
の
寒
暖
差
・
肥

沃
な
土
壌
に
育
ま
れ
た
「
木
島
平
米
」

は
、
コ
メ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

て
い
る
「
第

二
〇
回
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際

大
会
」
に
お
い

て
、
十
年
連

続
金
賞
を
受

賞
し
、
当
事

務
所
周
辺
の

食
堂
等
で
も

味
わ
う
こ
と

が
で
き
、
私
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
っ
て
も
、
当
事
務
所
管
内

は
、
ま
だ
ま
だ
積
雪
が
多
く
、
現
場
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
現
在

は
、
事
業
実
行
に
関
す
る
内
務
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
第
六
次
施
業
実
施
計
画
の

樹
立
に
加
え
、
生
産
・
造
林
事
業
、
境

界
や
レ
ク
森
の
管
理
等
、
業
務
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
降
雪
時
期
を
考
慮

し
、
計
画
的
な
事
業
実
行
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

冬
場
の
ご
当
地
な
ら
で
は
の
行
事

に
、
北
信
地
区
安
全
対
策
協
議
会
主
催

の
「
ス
キ
ー
場
安
全
対
策
パ
ト
ロ
ー

ル
」
が
あ
り
、
今
年
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
飯
山
地
区
八
箇
所
の
ス
キ
ー
場
の

安
全
管
理
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

が
一
堂
に
会
し
、
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

踏
ま
え
た
様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
有
林
へ
の

「
生
の
要
望
」
を
聞
く
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
の
二
月
に
森
林
官
と
な
り
、
奥
地

の
造
林
地
等
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
当
時
の
先
輩
た
ち
の
山
に
対
す
る

「
思
い
」
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、「
こ

れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
」
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
を
通
じ
、
改
め
て
地
域

の
方
々
と
接
す
る
中
で
、
国
有
林
に
対

す
る
様
々
な
興
味
や
関
心
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
山
作
り
が
で
き
る

こ
の
職
場
は
、
大
変
魅
力
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

代
々
受
け
繋
が
れ
た
美
し
い
山
々
を

次
世
代
に
繋
げ
る
た
め
、
若
手
の
皆
さ

ん
、
一
緒
に
山
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

北信署スキー部合宿（右から三人目が筆者）

初冬のブナの原生林と遊歩道

四つのスキー場を擁する
地域のシンボル「高社山」

北ドブ湿原の
ニッコウキスゲ
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株
式
会
社
吉
本

　
　
　
　
　
　
　
小お
ぶ
ち淵

　
真し
ん
じ二

　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
〇
七
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　
請
負
事
業
：�

森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
（
伐
採
・
造
林
一
貫

作
業
ほ
か
　
軽
井
沢
）

　
発
注
者
：
東
信
森
林
管
理
署

　

事
業
内
容
は
、
長
倉
山
国
有
林
他
の

一
二
六
・六
七
㌶
の
間
伐
率
三
〇
％
の

列
状
間
伐
に
よ
る
保
育
間
伐
と
、
一
部

は
皆
伐
と
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
の
一
貫
作

業
で
す
。

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、

・
作
業
路
開
設
に
よ
る
路
網
整
備

・�

チ
ェ
ン
ソ
ー
及
び
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ

る
伐
倒

・�

グ
ラ
ッ
プ
ル
・
ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
集

材
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
造
材

・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
搬
出
等

　

高
性
能
林
業
機
械
作
業
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
四
、六
五
〇
立
方
㍍
の
間
伐
材
を

搬
出
し
て
い
ま
す
。

■
現
場
で
の
役
割
・
魅
力

　

現
場
で
は
主
に
作
業
道
の
開
設
を
し

て
い
ま
す
。
作
業
道
開
設
に
あ
た
っ
て

は
地
形
・
施
業
方
法
・
作
業
強
度
の
緩

和
等
を
考
慮
し
、
今
現
在
だ
け
で
な

く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
使
え
る
作
業
道

作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
業
は
、
後
の
本
作
業
の
効
率

に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
し
、
ま
た
山

を
掘
っ
て
し
ま
え
ば
二
度
と
同
じ
状
態

に
戻
せ
な
い
の
で
、
ど
こ
に
で
も
道
を

開
け
て
良
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
々
責
任
感
と
緊
張
感
を
感
じ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
や
り
が
い
も
同
時
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

林
業
の
魅
力
は
自
然
の
中
で
仕
事
が

で
き
、
自
分
の
仕
事
が
後
世
に
残
る
と

い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
一
見
単
純

作
業
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
同
じ
木
は

一
本
も
な
い
の
で
、
常
に
そ
の
時
の
状

況
に
対
応
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
仕
事
の
奥
深
さ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。

■
森
林
・
林
業
の
世
界
に

�
入
っ
た
き
っ
か
け

　

㈱
吉
本
に

入
社
前
は
北

海
道
の
林
業

事
業
体
に
従

事
し
て
お

り
、
き
っ
か

け
は
、
大
学

時
代
の
部
活

の
友
人
が
北

海
道
で
林
業

を
し
て
い
る

と
聞
き
そ
う
い
う
生
活
も
い
い
か
な
と

思
い
友
人
と
同
じ
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
。

　

最
初
は
本
当
に
こ
の
仕
事
で
一
生

や
っ
て
い
け
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
こ

れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
達
成
感
と

ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
と
気

付
き
、
こ
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

キ
ツ
イ
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
起
き
る
の
で
、
飽
き
る
こ
と
な

く
楽
し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
ま
ず
見
学
だ
け
で

も
お
勧
め
し
ま
す
。

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（森林・林業）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
・
林
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
植
林
や
間

伐
な
ど
を
行
う
森
林
・
林
業
事
業
体
か
ら
の

投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や
女

性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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平成 31年 4月 第 181号〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（林業土木）〉　
田
島
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
宮み
や
ざ
き崎

　
克か
つ
や哉

　
　
　
　
　
　
　（
二
○
一
八
年
入
社
）

■
事
業
概
要

　
請
負
事
業
：
小
黒
川
復
旧
治
山
工
事

　
発
注
者
：
南
信
森
林
管
理
署

　

長
野
県
伊
那
市
長
谷
黒
河
内
国
有
林

に
お
い
て
、
崩
壊
地
の
復
旧
計
画
の
一

部
と
し
て
、
谷
止
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
及

び
、
か
ご
枠
土
留
工
、
丸
太
筋
工
、
植

生
マ
ッ
ト
伏
工
と
い
っ
た
山
腹
工
の
治

山
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
現
場
で
の
役
割
・
魅
力

　

本
事
業
は
数
年
計
画
の
復
旧
事
業
の

途
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
完
成
し
た

時
に
全
体
に
調
和
が
取
れ
る
よ
う
設
計

に
基
づ
い
た
中
で
調
整
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
運
営
全
般
に
携
わ
る
現
場

代
理
人
と
し
て
工
事
に
携
わ
り
ま
し

た
。

　

治
山
の
仕
事
は
大
変
で
す
が
、
町
の

中
の
仕
事
に
比
べ
、
日
々
自
然
の
変
化

を
感
じ
な
が
ら
仕
事
が
で
き
ま
す
。
ま

た
完
成
し
た
と
き
、
大
変
な
達
成
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
あ

り
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。

■
林
業
土
木
の
仕
事
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

六
年
程
前
に
製
造
業
に
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
会
社
が
諸
事
情
に
よ
り
閉
鎖

す
る
こ
と
に
な
り
、
知
人
の
紹
介
に
て

土
木
業
界
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

初
め
は
経
験
の
な
い
仕
事
に
就
き
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
方
の
指

導
の
お
か
げ
で
土
木
の
仕
事
の
楽
し
み

を
知
り
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

建
設
業
界
は
厳
し
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
自
身
も
こ
の
業
種
に
就
く

前
に
は
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
正
直

持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
い
ざ
自
分
が
体
験
し
て
み
る
と
こ

の
仕
事
が
大
変
面
白
く
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
分
が
こ
の
仕
事
に
務
ま
る
か
ど
う

か
は
経
験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

で
す
。
ま
ず
は
気
軽
な
気
持
ち
で
、
こ

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
林
業
土
木
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
林
道
や
治

山
工
事
な
ど
を
行
う
林
業
土
木
事
業
体
か
ら

の
投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や

女
性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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①�

４
月
27
日
～
５
月
６
日
、
11
日
、
12
日　

乗

鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
早
期
開
通
オ
ー
プ
ン

�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

夫
婦
松
展
望
台
ま
で
開
通
、
こ
こ
か
ら
の
展

望
は
絶
景
で
す
。

②�

４
月
28
日
、
５
月
１
日
、
５
日　

目
指
せ
！

絶
景
と
感
動
の
鍋
倉
山
山
頂
！

�

（
北
信
署　

飯
山
市
）

　

な
べ
く
ら
高
原
の
シ
ン
ボ
ル｢

鍋
倉
山｣

。

根
開
け
と
芽
吹
き
の
美
し
い
ブ
ナ
の
森
を
抜
け

て
山
頂
か
ら
の
絶
景
が
楽
し
め
ま
す
。

③
３
日　

鬼
無
里
神
社　

春
の
例
大
祭

�

（
北
信
署　

長
野
市　

鬼
無
里
）

紅
白
の
幕
や
五
色
の
吹
き
流
し
で
飾
ら
れ
た
鬼

無
里
神
社
祭
屋
台
（
山
車
）
一
台
が
氏
子
た
ち

大
勢
に
曳
か
れ
て
町
の
家
並
み
を
練
り
ま
す
。

山
国
文
化
伝
承
館
の
通
年
展
示
さ
れ
て
い
る
祭

屋
台
の
、
年
一
度
の
晴
れ
舞
台
で
す
。

④
３
日
大
鹿
歌
舞
伎
春
の
定
期
公
演

�

（
南
信
署　

大
鹿
村
）

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

地
芝
居
が
二
幕
上
演
さ
れ
ま
す
。（
会
場
：
大

鹿
村
大
河
原
大
磧
神
社
）

⑤
３
日　

青
い
目
の
人
形
一
般
公
開

�

（
南
信
署　

大
鹿
村
）

　

昭
和
二
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
各
地
へ
贈

ら
れ
た
人
形
の
一
体
。
第
二
次
大
戦
中
大
切
に

か
く
ま
わ
れ
た
人
形
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
会
場
：
大
鹿
小
学
校
）

⑥�

３
～
５
日　

第
36
回
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ

り�

（
北
信
署　

飯
山
市
）

　

菜
の
花
公
園
を
中
心
に
千
曲
川
沿
い
に
一
斉

に
咲
き
誇
る
菜
の
花
は
、
北
信
州
い
い
や
ま
に

春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
ま
す
。
黄
一
色
の
絨
毯
と

化
し
た
そ
の
光
景
は
見
事
で
す
。

（
会
場
：
い
い
や
ま
菜
の
花
公
園
）

⑦
３
～
５
日　

塩
の
道
祭
り

�

（
中
信
署　

小
谷
村
、
白
馬
村
、
大
町
市
）

　

小
谷
村
、
白
馬
村
、
大
町
市
の
三
市
村
に
ま

た
が
る
「
塩
の
道
」
を
歩
く
「
塩
の
道
祭
り
」

が
、
三
日
に
小
谷
村
、
四
日
に
白
馬
村
、
五
日

に
大
町
市
で
催
さ
れ
ま
す
。
往
時
の
面
影
が
色

濃
く
残
る
昔
の
ま
ま
の
古
道
で
、
道
中
、
施
設

見
学
や
地
元
の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
す
。

⑧
３
日
～
５
日　

第
二
十
九
回
つ
け
ち
森
の
市

�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　
「
木
の
ま
ち
」
付
知
で
木
と
ふ
れ
あ
う
三
日

間
。
木
製
の
雑
貨
や
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

苗
木
の
無
料
配
布
な
ど
木
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
さ
ら
に
「
令
和
」
を
記
念

し
て
、
地
元
な
ら
で
は
の
餅
投
げ
を
行
い
ま

す
。
東
濃
署
も
丸
太
切
り
や
鉛
筆
立
て
作
成
等

の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。（
会
場
：
裏
木
曽

街
道
公
園
・
道
の
駅
「
花
街
道
付
知
」）

⑨
５
日　

白
山
長
滝
神
社
で
で
で
ん
祭
り

�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

日
本
三
霊
山
の
白
山
（
大
白
川
国
有
林
）
を

霊
峰
と
し
全
国
各
地
に
分
布
す
る
「
白
山
神

社
」
の
中
心
的
神
社
で
行
わ
れ
る
豊
作
、
豊

蚕
、
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
祭
り
。
独
特
の
太

鼓
を
敲
く
音
か
ら
、
で
で
で
ん
祭
り
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

⑩
「
国
田
家
」
の
芝
桜
が
見
頃

�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　
「
飛
騨
美
濃
せ
せ
ら
ぎ

街
道
」
沿
い
の
明
宝
奥
住

の
国
田
家
の
お
花
畑
で
、

白
・
ピ
ン
ク
・
薄
紫
色
の

可
憐
な
芝
桜
が
咲
き
、
一

面
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰

め
た
か
の
よ
う
な
美
し
さ
で
す
。
平
成
四
年
に

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
平
成
八
年
に
は
「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
名
実
共
に
日
本
一

の
お
花
畑
で
す
。

⑪
黄
金
色
の
「
金
華
山
」
が
見
頃

�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

ツ
ブ
ラ
ジ
イ
が
満
開
と
な
る
こ
の
時
期
の
金

華
山
国
有
林
は
、
そ
の
名
の
如
く
黄
金
色
に
輝

く
金
華
山
に
な
り
ま
す
。

⑫
９
日　

諏
訪
大
社
御
柱
仮
見
立
て

�

（
南
信
署　

下
諏
訪
町
）

　

令
和
四
年
に
行
わ
れ
る
諏
訪
大
社
御
柱
大
祭

の
下
社
御
用
材
の
仮
見
立
て
が
東
俣
国
有
林
山

中
で
行
わ
れ
ま
す
。
諏
訪
大
社
・
地
元
代
表

者
・
地
区
大
総
大
・
氏
子

ほ
か
関
係
者
の
み
で
現
地

確
認
が
行
わ
れ
、
秋
宮
・

春
宮
合
わ
せ
て
八
本
の
候

補
木
が
見
立
て
ら
ま
す
。

三
年
後
の
御
柱
祭
に
向
け
、

早
く
も
奥
山
に
氏
子
の
熱

気
が
沸
き
立
ち
ま
す
。（
※
森
林
奥
山
の
た
め
、

関
係
者
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。）

⑬�

10
日　

播
隆
祭
・
北
ア
ル
プ
ス
飛
騨
側
開
山

祭�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

北
ア
ル
プ
ス
笠
ヶ
岳
、
槍
ヶ
岳
開
山
の
祖
で

あ
る
「
播
隆
上
人
」
を
讃
え
行
わ
れ
る
北
ア
ル

プ
ス
飛
騨
側
の
開
山
祭
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全

祈
願
の
後
、
奥
飛
騨
に
伝
わ
る
獅
子
舞
や
鶏
芸

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

⑭
11
日
ぎ
ふ
長
良
川
鵜
飼
い
開
き

�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金
華
山
国
有
林
の
麓
、
長
良
川
河
畔
で
は
、

七
世
紀
頃
か
ら
鵜
飼
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、

千
三
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と
す
る
由
来
あ

る
「
長
良
川
鵜
飼
い
」
が
十
月
十
五
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

⑮
11
日　

恵
那
山
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　

外
国
人
と
し
て
初
め
て
恵
那
山
に
登
り
、
世

界
に
紹
介
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
に

ち
な
み
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
と
し
て
山
の
無
事

故
を
祈
念
し
、
記
念
登
山
や
式
典
が
行
わ
れ
ま

す
。（
会
場
：
恵
那
山
ウ
ェ
ス
ト
ン
公
園
）

⑯�

11
日
～
15
日
長
野
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

第
三
五
回
全
国
削
ろ
う
会
信
州
伊
那
大
会

�

（
南
信
署　

伊
那
市
）

５
月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

【
上
　
旬
】

【
中
　
旬
】
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全
国
か
ら
鉋
薄
削
り
競
技
者
が
集
ま
り
そ
れ

ぞ
れ
の
自
慢
の
鉋
で
木
材
を
薄
く
削
り
、
鉋
屑

の
薄
さ
・
均
一
さ
・
美
し
さ
で
競
い
合
い
ま

す
。
薄
く
削
る
こ
と
を
通
し
て
、
手
道
具
を
使

う
精
密
で
高
度
な
日
本
の
伝
統
的
木
工
技
術
の

根
幹
を
修
練
し
、
日
本
特
有
の
木
に
対
す
る
感

性
を
共
感
し
、
古
来
か
ら
の
優
れ
た
木
材
文
化

と
資
源
を
守
り
、
次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。（
会
場
：
伊
那
市
民
会
館
ほ
か
）

⑰
15
日　

乗
鞍
岳
山
開
き
祭

�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

日
本
一
の
標
高
（
二
、七
〇
二
㍍
）
に
達
す

る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
通
過
す
る
と
雲
上
の
パ
ノ

ラ
マ
ビ
ュ
ー
が
堪
能
で
き
ま
す
。

⑱�

18
日　

大
桑
村
・
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽

支
署
合
同
植
樹
祭�（
南
木
曽
支
署　

大
桑
村
）

　

大
桑
村
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
近
く
の
村
有
林

に
お
い
て
、
地
元
住
民
や
愛
知
県
北
名
古
屋
市

等
か
ら
約
二
百
五
十
名
参
加
の
も
と
、
ミ
ズ

ナ
ラ
や
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
等
を
三
百
本
植
樹
し
ま

す
。

⑲
19
日　

第
二
回
苗
木
城
ま
つ
り

�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　
「
体
験
」「
見
学
」「
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
、
苗
木

城
跡
を
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
！
地
元
の
方
も

苗
木
城
跡
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
す
。

（
会
場
：
苗
木
城
跡
）

⑳
19
日　

第
十
三
回
し
た
ら
森
林
ま
つ
り

�

（
愛
知
所　

設
楽
町
）

　

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
森
林
や
林
業

の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
催
し

で
す
。（
会
場
：
つ
ぐ
高
原
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
）

�
19
日　

白
山
中
居
神
社
春
季
例
祭

�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

樹
齢
二
百
年
か
ら
千
年
の
百
五
十
本
に
も
お

よ
ぶ
杉
の
大
木
に
囲
ま
れ
た
白
山
中
居
神
社

で
、
春
季
例
祭
が
行
わ
れ
五
段
の
神
楽
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。
五
段
の
神
楽
は
、
保
安
元
年

（
一
一
二
〇
年
）
よ
り
伝
わ
る
雅
楽
に
合
わ
せ
、

二
人
の
巫
女
が
鈴
・
扇
・
幣
・
鳶
・
二
古
来
人

舞
の
五
種
類
の
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

�
20
日　

乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森
開
山
祭

�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

今
年
も
乗
鞍
の
山

麓
に
広
が
る
原
生
林

を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
こ

で
し
か
体
感
で
き
な

い
大
自
然
が
堪
能
で

き
ま
す
。

��

20
日　

乗
鞍
高
原
す
も
も
祭
り
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

　

山
菜
フ
ェ
ス
タ�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

す
も
も
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
残
雪
が
残
る

三
、〇
二
六
㍍
の
乗
鞍
岳
を
望
む
一
ノ
瀬
園
地

で
開
山
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
山
祭
と
し

て
、
手
打
ち
蕎
麦
や
地
元
で
と
れ
た
山
菜
の
天

ぷ
ら
な
ど
が
無
料
（
数
量
限
定
）
で
振
る
舞
わ

れ
る
ほ
か
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
演
奏
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。

�
20
日　

美
ヶ
原
牧
場
放
牧
祭
り

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

美
ヶ
原
牧
場
の
放
牧
開
始
に
あ
わ
せ
て
放

牧
祭
り
が
美
し
の
塔
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

約
四
〇
〇
㌶
の
広
大
な
エ
リ
ア
に
三
五
〇
～

四
〇
〇
頭
の
牛
が
放
牧
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

も
ち
つ
き
大
会
や
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
乾
杯
は
牛
乳
で
す
。

�
25
日　

能
郷
白
山
開
山
祭

�

（
岐
阜
署　

本
巣
市
）

　

根
尾
川
の
源
流
部
、
大

河
原
国
有
林
に
鎮
座
す
る

「
能
郷
白
山
（
一
、六
一
七

㍍
）
」
は
、
泰
澄
に
よ
っ

て
開
山
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

��

26
日　

第
五
十
三
回
貞
逸
祭
・
白
馬
連
峰
開

山
祭�

（
中
信
署　

大
町
市
）

　

北
ア
ル
プ
ス
白
馬
連
峰
の
山
開
き
を
告
げ
る

歴
史
あ
る
山
岳
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
、
白

馬
大
雪
渓
ま
で
行
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
雪
渓
で
は
春
ス
キ
ー
や
ス
ノ

ボ
も
楽
し
め
ま
す
（
用
具
は
各
自
持
参
）。
下

山
後
に
は
恒
例
の
豚
汁
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
等
の

ふ
る
ま
い
も
行
わ
れ
ま
す
。

�
26
日　

森
の
宝
島
in
は
ぎ
わ
ら

�

（
岐
阜
署　

下
呂
市
）

　

市
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
、
趣
味
・
生
き
が

い
と
し
て
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
体
験
活
動
な

ど
、
下
呂
市
で
生
活
す
る
「
宝
物
」
を
お
披
露

目
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
岐
阜
署
か
ら
も
「
木

と
ふ
れ
あ
う
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
を
催
し
ま

す
。

（
会
場
：
萩
原
町
星
雲
会
館
）

　「春は、嵐のようにやってきて穏やかに過ぎてゆく」というイギリ
スのことわざがありますが、4月の天気をみると日本にもあてはまる
かも知れませんね。
　穏やかな天気を期待しつつ、いよいよゴールデンウィークが始ま
ります。中部局管内の山々は春の息吹に満ちあふれています。「国
有林おさんぽマップ」を片手に、新緑の山々にちょっと！おさんぽに
出かけてはいかがでしょうか。
☆�魅力イッパイ国有林などに関する写真投稿を随時募集していま
す。

　ステキな写真が撮れましたら　migoro＠maff.go.jpまで電子メー
ルでお送りください。（１メール容量２ＭＢ以内）
※�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙に掲載し紹
介させていただきます。ご投稿には、氏名又はニックネーム、整
理番号（５月なら①～�のいずれか）、撮影日を記入してお送りく
ださい。感想やコメントを添えて頂いても構いません。
☆�森林でのお仕事紹介コーナーを見て、森林・林業業界へのご興
味を持っていただけたら幸いです。進路検討中の皆さま、お気軽
に最終ページのお問合せ先へご相談ください。

編 集 長 だ よ り あなたの写真を！お待ちしています

【
下
　
旬
】
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お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL 050-3160-6507（代表）　TEL 026-236-2721（夜間・休日）　FAX 026-236-2657

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149


